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られたことと思い合せて愈々打ち切ることになったのかと残念に思う次第である。lIAN-

c∞K所長は老齢のため昨年T月1日で引退された筈で，その後，研究所の機構に変化が

起きた のであろう。(時国郷)

Dr. ELENA S. SINOVA女史(ソ連)の橿去

レユングラー Vの科学院植物学研究所隠花植物部門に属して戦前まで海獲の研究を活

漫に行っておられた Dr.EL副 ASTEPHUROFNA SINOVA女奥とは，研究地織が泣い関係

上，筆者は皐〈から文書Eし論文及び様本の突換などを行っていたが，戟舎と共に文通もとだ

えてしまい，終戦後女史の消息が必にかかっていたところ.1955年暮.Mi鑓A.D.ZINOVA

という未知の締人から自著のアカダミー出版海藻畿科書u量を贈られたので，同挫である

しSINOVA女史の消息を知pたい旨を礼状に書き加えておいたが，最近その返辞・があった。

それによると S[NOVAは自分の伯母で且ヲ畿師でおって，伯母は戦争の最中. 1942年に，

当時閉鎖されていたレーングラー γで死亡したとのことである。ここに SINOVA女史の逝

去をお伝えし.t，、からの弔意を表するものである。A.D.Z[NOVA女史は閉じ研究所に属し

ていて，現在，樺太と千島の海藻を研究中でるるという。上記畿科書巻末の文献の中に，

白海，ムルマン海の海藻，あまの!1.だるす，ぺにふ〈ろの!1.などに関する自著6鰭を

も列挙している。(時閃郷)

新著紹介

岡村金太郎著

日本海藻誌第二版

本書は周知の如〈昭和 11年発事j以来我国海護学の宝典として我近海の海議研究調査

に際しては不可欠の嘗であることは述べる迄もない。然じ長だ残念な事には其の後第三阪

の刊行が後れていた為入手の法な〈海藻学界に於ては非常な不便が慾ぜられていた。併し

此度愈4その第ニ肢が刊行の蓮となることは誠に喜びに犠えない.J止の第コ版刊行の後れ

た原因に就ては其の貴筆者に存する事が砂〈ないので，此処に少し〈其の聞の毒事情を謹べ

ておき度いと思う。

顧れば宮正に数年以前になるが発行所内回老鶴岡は本書の再販発行を企商，著者の踊子

岡村一郎氏と共に筆者に，かねて故岡村先生との御話合による本舎の迫補と共に刊行いた

し度き旨の話があ!1.其の際の相談によ p再販は初版業の健としま曾補の部は金〈別冊とし

て同時に刊行，以て初版の所有者の使をもはかる事とした。処が筆者其の後身辺多忙で増

補の官官還キとして進行せざる為滋に此1ft再販の部を先ず刊行，増補のmtは悌力平〈に之を

-35ー



部 若葉類第4巻 第1号 og和 31年 5月

取 pまとめ追って刊行する事となった衣第である。本番初版刊行以来既に 20年を経る放

に記殺されている種の内には多少名称の変更等也あるが，困よ pその記載の価値は之によ

って少しも損われるものではなし我国務穫の研究に当って不可欠の宝典であることは

20年前と少しも変らない。術この 20年聞に我が7ロラに追加された穫については目下編

纂中の増補の部に於て変更された種名等の訂正と共に記載文等が与えられる予定で・ある。

此処区本書q;>再販刊行を籾介しその刊行遅延についての筆者の鐸を謝する次第である。

(山岡幸男一北海道大学理学部植物学教室)

皐曾鎌事

去る 4周 6日東京都に於て行われた昭和31年度日本水産学会大会第s日目の講演終

了後，新崎盛敏・須藤俊遺両氏の御世話のもとに会長他会員約30名が集まって懇親会を催

し極めて盛会であった。和1この会合の開催については時間的余滴な〈全会員にお知らせで

きなかったことは溜織であった。叉当日種キこの会合のために侍別の御厚意をいただいた

会員協和畿酵工業株式会社東京研究所木下祝郎氏に謝意を表します。

御知らせ

日本藻類学会第4回総会開催

来る 7月n日から 14日迄日本植物学会第21回大会が札幌市，北海道大学で開催さ

れるに際しその前日 7月11日に本会本年度総会を開催の予定です。 向詳細は決定次第御

通知いたします。
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